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「旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者に対する一時金の支給等に関する 

立法措置について（基本方針案）」に対する要望 

 

２０１８年１２月２３日 

優生手術に対する謝罪を求める会 

ccprc79@gmail.com 

東京都新宿区住吉町 3－4 ローゼンハイム 505 ジョキ内 

 

去る１２月１０日に公表された「旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者に対する一時金の支給

等に関する立法措置について（基本方針案）」に対して、当会としては次のように考えます。 

 

【A】「1 前文」について 

A -1 （1）で被害が発生した期間を平成 8年に改正が行われるまでの間に限定せず、「またその後も、」

を加筆して、改正後に発生した被害も対象としてください。 

A -2 心身に多大な苦痛を受けた被害を、具体的に書いてください。「ことにより、子どもをもつかも

たないかを自ら決定する権利を奪われ」等の文言を入れてください。 

A -3 反省しおわびする主体が「我々」では責任の所在が曖昧です。(3)に「ここに、国としてこの問題

に今後誠実に対応していく」との言葉があることから、「我々」に国が含まれることは明白です。「国と国

会議員は、真摯に反省し、心から深くおわびする。」としてください。前文（1）は次のようになります。 

1 前文 

(1)昭和 23 年に制定された優生保護法に基づき、あるいは同法の存在を背景として、特定の疾病や障害

を有すること等を理由として多くの方々が、平成 8年に改正が行われるまでの間、またその後も、その生

殖を不能とする手術や放射線の照射を強いられたことにより、子どもをもつかもたないかを自ら決定す

る権利を奪われ心身に多大な苦痛を受けてきたことに対して、国と国会議員は、真摯に反省し、心から深

くおわびする。 

 

【B】「２ 対象者」について 

B-1 上記 A-1 の変更にともない、「２ 対象者」の②を、「①のほか、旧優生保護法が施行された昭和

23年 9月 11日以降に、」としてください。 

B-2 ②の末尾に「第 14 条第 1 項の第 1 号・第 2 号・第 3 号、および同条第 3 項にもとづき人工妊娠

中絶を受けた者」と加筆してください。②は次のようになります。 

 

② ①のほか、旧優生保護法が施行された昭和 23 年 9 月 11 日以降に、本人又は配偶者が旧優生保護

法に規定する疾病若しくは障害又は当該障害以外の障害を有していること等を理由として、生殖を不能

とすることを目的とする手術又は放射線の照射を受けた者、第 14条第 1項の第 1号・第 2号・第 3号、

および同条第 3項にもとづき人工妊娠中絶を受けた者 
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【C】「４．権利の認定」 

C-1 ［(5)認定審査会は、厚生労働省に置かれるものとし、医学、法律学、障害者福祉等に関する専門

的知識を有する者で構成する。］ 

  

過去の優生手術が国・厚生労働省・地方行政・専門家が一体となって推進し、被害を生みだしたことを

ふまえ、認定審査会は独立性をもった第 3 者機関が行うこととし、また被害者の立場に立って権利擁護

を行う者が参画することを要望します。 

 

C-2 （4）に、「全国の医療機関・福祉施設等の優生手術に関する記録を引き続き調査し保存する。」

と、書き加えてください。 

 （4）は、一時金支給の申請を行った被害者の権利認定の根拠を、「優生手術に関する記録に当該請求

に係る事実の記録」としていますが、記録は非常に少ないことが分かっています。優生手術を受けたと

考えられる人数が約 25000人であるのに対し、厚生労働省が行った都道府県等行政が保管する優生手術

記録の調査では、手術を受けたと確認できた人数が 6696人。そのうち個人名が特定できたのは 3033人

でした（9月 6日発表）。一方、医療機関・福祉施設等の資料保有状況調査で残っていた個人記録は

1603人分でした（10月 31日発表）。医療機関・福祉施設等の調査は充分に行われていない可能性があ

ります。申請者の権利認定のために、国は、予算を付けてでも調査の継続をうながすべきです。 

 

【D】「６ その他」の[※優生手術等に関する調査の在り方については、法律案を提出するまでの間に検

討する]について。 

この 1行は、求める会の要望、優生保護法による人権侵害についての調査・検証委員会設置と報告書の

作成を法律に明記することについて、検討して頂けることと理解しました。これが実現するよう、強く要

望します。 

 

【E】最後に 

求める会は「優生保護法下における強制不妊手術を考える議員連盟 法案作成プロジェクトチーム」、

「与党旧優生保護法に関するワーキングチーム」のヒアリングを受けました。その折、所属議員の皆さん

が、被害者に対する謝罪と補償に熱心に取り組まれる姿勢に接し、感銘を受けました。「基本方針案」に

それが充分に反映されていないことをたいへん残念に思います。さらに検討を重ねていただけますよう、

この要望を記しました。 

 

以 上 

 

 


